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４２９ その他の腫瘍用薬

【医薬品名】カルボプラチン

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。

［副作用］の「重大な副作用」の項に

「肝不全、肝機能障害、黄疸：肝不全、肝機能障害、黄疸があらわれること

があるので、定期的に検査を行うなど観察を十分に行い、異常が

認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

消化管壊死、消化管穿孔、消化管出血、消化管潰瘍：消化管壊死、消化管

穿孔、消化管出血、消化管潰瘍があらわれることがあるので、観

察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止し、適切

な処置を行うこと。

出血性腸炎、偽膜性大腸炎：出血性腸炎、偽膜性大腸炎等があらわれるこ

とがあるので、観察を十分に行い、激しい腹痛・下痢等があらわ

れた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

急性呼吸窮迫症候群：急性呼吸窮迫症候群があらわれることがあるので、

観察を十分に行い、急速に進行する呼吸困難、低酸素症、両側性

びまん性肺浸潤影等の胸部Ｘ線異常等が認められた場合には投与

を中止し、適切な処置を行うこと。

播種性血管内凝固症候群（DIC）：播種性血管内凝固症候群（DIC）があら

われることがあるので、観察を十分に行い、血小板数、血清FDP

値、血漿フィブリノゲン濃度等の血液検査に異常が認められた場

合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

急性膵炎：急性膵炎があらわれることがあるので、観察を十分に行い、血

清アミラーゼ値、血清リパーゼ値等に異常が認められた場合には

投与を中止すること。」

を追記する。
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